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①気候変動への「適応」に向けた施策を推進します！ 

本計画は気候変動適応法に基づく「豊川市
気候変動適応計画」を内包するものです。 

本市での気候変動による影響やこれまで実
施してきた気候変動の適応策を踏まえて取組
内容等を見直しました。 

 

②環境政策を着実に推進します！ 

環境政策の出発点である市⺠の健康と⽣活環境を守るための施策については、現行計画から
引き続き、着実な推進を図ります。 

 

③豊川らしい良好な景観を形成します！ 

公園緑地の整備やユニバーサルデザインへの配慮等、ゆとりある⽣活空間の整備に取り組む
だけでなく、歴史文化資源の保全や活用、田園や里⼭といった田園景観の保全等、豊川らしい
良好な景観の形成に取り組みます。 

 

  
 

環境指標に気候変動の適応への認知度と⽣活における衛⽣環境の市⺠満⾜度を設定します。 

モニタリング指標として、⽣活環境に関係する環境基準の達成状況や活動実施件数等を設定
します。 

 

環境指標 現状値 目標値（2030 年度） 

環
境
指
標 

4-1 気候変動への適応策の認知度 52.0％（2023 年度） 60.0％ 

4-2 生活における衛生環境の市民満足度 73.7％（2023 年度） 80.0％ 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標 

4-3 環境基準の達成状況※ 3/4 種（2023 年度） 4/4 種 

4-4 アダプトプログラム登録団体数 184 団体（2023 年度） 210 団体 

4-5 クーリングシェルター設置数 52 箇所（2024 年 8 月末） 60 箇所 

※光化学オキシダント、環境騒音、新幹線騒音、自動車騒音の４種。2023 年度は光化学オキシダントのみ未達成のため 3/4 種とな
った。  

１ 取組の方向性 

社会の変化に適応し安心して暮らせるまち 

環境目標 

４ 

２ 環境指標とモニタリング指標 

気候変動適応計画について 

〇自治体が主体となって、その区域での自然的、経済

的、社会的状況に応じた気候変動適応に関する施策

を推進するための計画。 

〇既存及び将来の様々な気候変動の影響を計画的に回

避・軽減するために、農業、自然生態系、自然災害

など（詳細は p51～53）の分野ごとに、気候変動対策

を示す。 
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気候変動に適応しながら、豊かな自然や歴史・文化に育まれてきたまちの暮らしを維持して
いくためには、行政としての気候変動への適応策やまちづくりの方針等を示すことに加えて、
そこで暮らし、活動する市⺠や事業者にも参加を促し、みんなで未来のまちづくりを進めてい
くことが重要です。 

なお、市⺠の中には、既に気候変動への適応や豊川市のまちの特徴を理解し、行動している
⼈と、現状では行動していない⼈がいることや、事業規模や業態によってまちとのつながり方
が異なることを踏まえて、それぞれの役割や行動を以下のとおり位置づけます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 市民・事業者・行政の役割と行動 

市 民 事業者 

行 政 

既に自覚し、行動している市民は… 

・気候変動に伴う災害の激甚化や健康被害
等の影響を理解し、先手を打って実際の
行動に努める 

・行政の取組を意識し、積極的協力に努め
る 

・先導的な担い手として地域での情報発信
に努める 

気候変動に適応した暮らしについ

て理解し、自分たちでできる取組

にチャレンジする 

今は行動していない市民は… 

・気候変動に伴う災害の激甚化や健康被害
等の影響について、自分にも関係がある
こととして理解するよう努める 

事業規模が大きい事業者は… 

・気候変動に適応できるように、施設の更
新や勤務体系、従業員の管理、BCP策定
等を計画的に実施するよう努める 

・自社で取り組む気候変動への適応等の取
組を積極的に発信し、他事業者等への先
導的役割を担うよう努める 

事業規模の小さい事業者は… 

・気候変動に伴う影響について、自社の経
営にも関係があることとして理解し、
BCP策定等のできることから努める 

・行政や大規模事業者等の取組の情報を把
握するよう努める 

気候変動による経済活動への影響

を理解し、取組を推進する担い手

として積極的にチャレンジする 

❶ 気候変動への適応策について、関連計画との連動を図り着実に推進する 

❷ 市民や事業者の気候変動適応に向けて、総合的かつ計画的な施策を策定し、実施する 

❸ 行政の事務事業として気候変動適応に資する取組を推進し、情報を発信する 

❹ 自ら行動を起こしにくい環境にある市民や事業者への関心・理解を深める 

❺ 国や県の最新の取組情報を収集し、市民や事業者に発信する 

市民・事業者・行政が連携
しながら取組を推進 
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気候変動の影響について、将来のリスクも含めて評価を行い、気候変動への適応に向けて必
要な施策を実施します。 

適応策の取組内容は、最新の気候変動に関する知見や気候変動問題の発⽣状況等を踏まえて、
柔軟に対応を変えられるようにします。 

本市での分野ごとの具体的な適応策の内容について、p.51〜ｐ.53 に整理します。 

 

 

取組Ａ 
気候変動の影響把握    

施策 

A-1 

気候変動の影

響の把握及び

将来予測  

 豊川市での気候変動による影響の把握・整理及び研究 
 気候変動適応情報プラットフォームポータルサイト等を活用した、

気候変動の影響予測等の情報収集・整理 
 将来の予測される被害やリスクに対する重大性、緊急性等の評価 

 

取組Ｂ 
気候変動の影響への適応策の推進    

施策 

B-1 

各分野での適

応策の実施  

 気候変動の影響の把握及び将来予測を踏まえた適応策の検討 
 防災マップ・洪⽔ハザードマップの作成、発信 
 気候変動に伴う健康被害に適正に対応するための情報発信 
 豊川市指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）の指定 

 

方針① 気候変動に適応できるまちをつくる 



第 

２ 

章 

第 

３ 

章 

第 

４ 

章 

第 

５ 

章 

第 

６ 

章 

第 

７ 

章 

第 

１ 

章 

環境目標４ 社会の変化に適応し安心して暮らせるまち 

 51 

 

■本市での気候変動への適応策 

分野 適応策 

 
農業･林業･ 

水産業 

 農業用ハウス等の施設の建設及び設備の設置に係る経費に対して補助を行うこと
で産地化を図ります。 

 治⼭施設の整備、治⼭事業及び森林整備を推進し、⼭地災害の防止等の公益的機
能の発揮を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
水環境･ 

水資源 

 ⽔⽣⽣物調査による⽔質調査を実施します。 
 河川の⽔質変化に注意を払いながら、引き続き、⽔質調査を実施します。 
 ⽔道出前講座や施設見学、⽔道週間等の実施により、⽔の重要性を啓発します。 
 通常時及び渇⽔の恐れのある早い段階から関係機関や報道機関と連携し、情報発

信や節⽔の呼びかけを行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

気候変動への影響 

 農産物の生育障害や品質の低下、

収量の減少 

 農業害虫の発生量の増加や、発生

期間の長期化 

 河川の水温上昇等によるアユ等の

成長阻害や漁獲量の減少 

 海面水温の上昇や海流の変化によ

る漁獲量の減少 

適応の取組事例 

 事業者への気候変動リスクの注意

喚起 

 気温上昇による農作物の生育不良

への対応の推進 

 気温上昇による害虫への対応の推

進 

気候変動への影響 

 河川等の公共用水域の水温の上昇 

 降水日数の減少により地下水位が

低下し、水資源の利用が制限され

ることが懸念 

適応の取組事例 

 河川・地下水の水質モニタリング

調査の実施 

 渇水被害の軽減への取組推進 

 水資源の大切さに関する市民や事

業者の理解の促進 

コメの品質低下 

豊川水系の水源である宇連ダム 

（2006 年の渇水時） 
豊川での水生生物調査 
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分野 適応策 

 
自然生態系 

 三河湾環境再⽣促進のための意識啓発、実践活動の促進を行います。 
 ⽣物多様性に係る情報の共有と普及啓発の実施や⼈材の確保･育成を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
自然災害 

･沿岸域 

 各種ハザードマップの作成及びその情報提供等のソフト対策に取り組みます。 
 防災講話の開講を通じ、市⺠の防災意識の高揚を図ります。 
 自主防災組織の育成強化に取り組むことで、地域防災力の向上を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

気候変動への影響 

 河川等の水温上昇による水生生物

への影響 

 外来種の分布域や野生鳥獣の生息

域の拡大 

 積雪時期の短縮等による陸域生態

系の分布適域の変化 

適応の取組事例 

 自然環境に関する調査の実施 

 健全な生態系の保全・再生 

 自然環境に関する教育の実施 

とよかわ版身近な自然環境調査マップ 

気候変動への影響 

 大雨頻度が経年的に増加傾向にあ

り、短時間に集中する降雨の強度

が増大 

 大雨による洪水や土砂崩れ等の自

然災害の甚大化 

 海面上昇による高潮被害の激甚化 

 海水温上昇による台風の強大化 

豊川市内の浸水実績図 

適応の取組事例 

 避難・災害情報に関する情報提供

の充実 

 災害時に行動できる人材育成 

 地域を守る災害対策の強化 

豊川市洪水ハザードマップ 

特定外来生物 ヌートリア 
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分野 適応策 

 
健康 

 イベント開催時の⽔分補給等による熱中症予防を推進します。 
 光化学スモッグ及び PM2.5 に関する情報提供を行います。 
 小中学校や保育施設等へのエアコンの設置を推進します。 
 ホームページ等による熱中症予防の啓発を行います。 
 乳幼児健診や各種健診、地区のサロン等で、熱中症予防の啓発を行います。 
 小中学校や保育施設等に熱中症事故の防止のための適切な措置を講ずるよう注意

喚起を行います。 
 光化学スモッグ予報発令時には、有⼈体育施設等において注意喚起の掲示を行い

ます。 
 感染症のリスクに関する情報発信を行い、定期の予防接種である日本脳炎ワクチ

ンの接種率向上に努めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
市民生活･ 

都市生活 

 老朽管を⽔害等の自然災害にも耐えられる耐震管へ変更する等の強靭化に向けた
施設整備を推進します。 

 気候の変化や、情報提供等の周知啓発を実施します。 
 緑のカーテンによる室温の低下を図ります。 
 気候の変化に関心を持ち、居住環境やライフスタイルを工夫して健康維持に努め

るための情報を提供します。 
 環境学習副読本を用いた環境教育を推進します。 
 
 
 
 
 
 
 

気候変動への影響 

 熱中症のリスクの増大 

 人体に有害な光化学オキシダント

濃度の上昇が懸念 

 デング熱等の感染症を媒介するヒ

トスジシマカ生息可能域の拡大の

懸念 

適応の取組事例 

 熱中症に関する注意喚起の推進 

 熱中症対策の徹底 

 光化学オキシダント発生の注意喚

起の推進 

気候変動への影響 

 豪雨、強風等による道路等のイン

フラ施設や、電気、水道等のライ

フライン施設の被害と市民生活へ

の支障 

適応の取組事例 

 災害時を想定したBCPの周知・徹

底を推進 

 地域マイクログリッド（自立分散

型地域エネルギーシステム）の検

討 
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市⺠の安心・安全な⽣活の基礎となる、きれいな⽔環境・大気環境を保全するために、⽔質
汚濁や大気汚染等の防止するための取組を推進します。 

環境に関する各種指標を継続して測定・監視するとともに、必要に応じて市⺠や事業者への
指導や啓発を行います。 

 

取組Ｃ 
水・大気・土壌等の基盤の汚染防止    

施策 

C-1 

水質の調査・

監視及び汚濁

防止の指導･

啓発 

 河川や海域の⽔質調査の定期的な実施と結果の公表 
 下⽔道整備計画に基づく公共下⽔道の整備推進 
 下⽔道整備地域での未接続世帯の速やかな接続の働きかけ 
 汲み取りや単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換の推進 
 工業団地進出企業、ゴルフ場に関する環境保全協定の締結と監視、

指導 
 工場や事業所等の⽔質汚濁発⽣施設に対する県と連携した⽔質汚濁

発⽣防止の指導 
 市⺠、事業者による河川・⽔路の⽔質保全、環境美化等の活動支援 
 ⽣活排⽔対策に関する出前講座の実施 
 ヨシ等の⽔⽣植物の保全・回復による河川の浄化対策の実施 

施策 

C-2 

大気の調査・

監視及び汚染

防止の指導･

啓発 

 大気測定の定期的な実施と環境基準の達成状況の公表 
 光化学スモッグ等による健康被害予測時の注意喚起の実施 
 工場等の大気汚染物質発⽣施設に対する県と連携した規制・指導の

実施 
 工業団地進出企業等との公害防止、環境保全のための協定締結 

施策 

C-3 

土壌汚染･地

下水汚染防止

に向けた指導･

啓発 

 地下⽔汚染等の発⽣時に県と連携した健康被害の防止 
 土壌汚染等の防止のための環境保全型農業の促進 

  

方針② 公害の不安なく暮らすことのできるまちをつくる 
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コラム 典型７公害とは 

環境基本法では、「公害」を「１．事業活動その他の⼈の活動に伴って⽣ずる」「２．相当
範囲にわたる」「３．大気の汚染、⽔質の汚濁、土壌の汚染、騒音、振動、地盤の沈下及び
悪臭によって」「４．⼈の健康又は⽣活環境に係る被害が⽣ずること」と定義しています。 

公害のうち以下の７種類（大気汚染、⽔質汚濁、土壌汚染、騒音、振動、地盤沈下及び悪
臭）を典型７公害と呼びます。 

豊川市では、事業者や県等と協力して、典型７公害に関する汚染物質等の監視や公害発⽣
防止に向けた取組を実施しています。 

公害の種類 

典型 7公害 
環境基本法で定義されている以下の７種類（大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒

音、振動、地盤沈下及び悪臭）をいう。 

 大気汚染 
排煙、ばい煙、有毒ガス、自動車の排気ガス、粉じん（アスファルト粉じんを含

む。）、ばいじん、農薬の空中散布、野焼きなど 

 水質汚濁 

河川・湖沼の汚濁（汚水の流出、油分の浮流、土砂の混入等）、海洋汚染、地下水

の汚染、農業用水の汚染、汚泥の河口たい積、配管の損壊による水道水の汚濁、

魚類のへい死など 

 土壌汚染 有害物質の埋め棄て、農薬・鉱さいの流出など 

 騒音 

機械・工具の作動音、モーター音、自動車の吸排気・走行音、警笛、ジェット機

の爆音、犬の咆哮、カラオケ、拡声器音、人の話し声・喚声、建設作業音、ボイ

ラー音、共同住宅の隣接室からの排水音など 

 振動 
地響き、ガラス戸・建具のがたつき、電灯の揺れ、戸・窓の開閉支障、窓ガラス

のひび割れ、建物・設備等の損傷など 

 地盤沈下 建物・設備等の損傷及び家屋の傾斜、道路の陥没など 

 悪臭 
浄化槽・下水からの汚臭、たい肥・有機肥料の臭気・腐敗臭、調理に伴う異臭、

焼却集、揮発集、刺激臭、汚物臭など 
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取組Ｄ 
騒音・振動・悪臭の防止に向けた指導・啓発 

 
  

施策 

D-1 

騒音・振動・悪

臭防止に向け

た指導・啓発 

 自動車騒音等の測定の定期的な実施と環境基準の達成状況の公表 
 工場等の施設や建設作業に対し、騒音・振動防止の指導の実施 
 交通渋滞の解消に向けた幹線道路網整備の推進 
 バイパスや交差点改良等の道路整備による渋滞緩和の推進 
 国道・県道の自動車騒音の著しい地点での国・県への対策要望の実

施 
 住工混在による騒音・振動公害防止のための土地利用の適正化 
 新幹線騒音に関する愛知県新幹線公害対策連絡会議を通じた要望の

実施 
 近隣騒音公害に関するマナー啓発 
 開発行為による環境への悪影響を低減するための指導の実施 
 畜産事業所等の悪臭対策が必要な施設に対する指導・啓発 

 
 
 
 
 
 
 
 

コラム 騒音・振動・悪臭に関する生活マナー 

 典型７公害のうち騒音、振動、悪臭のいわゆる感覚公害については工場等の事業活動によるもの
だけでなく、日常⽣活での行動が原因となるケースもあります。 
 こうした感覚公害を引き起こさないためのマナーに配慮して⽣活することも重要です。 

出典：環境省リーフレット「その音だいじょうぶ？」 
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快適で清潔な住環境や美しい景観等を維持・保全するための取組を進めます。 

道路や公共施設等の維持・保全において、環境に配慮したものにするとともに、歴史や文化
と深く結びついた景観を構成する自然環境の保全を図ります。 

 

取組Ｅ 
ゆとりある生活空間の整備    

施策 

E-1 

ゆとりある生活

空間の整備 

 土地区画整理事業や宅地開発を通じたゆとりある土地利用の推進 
 土地区画整理事業や宅地開発等での地域の特性に合った公園緑地の

整備 
 バリアフリーを意識した市内道路の改良工事の実施 
 安全で快適な通行空間の確保と都市景観の向上に関する電線類地中

化整備の推進 
 市道の拡幅改良工事・歩道設置工事等による歩車分離の推進 
 歩行者、自転車利用者の安全のための市内道路のカラー舗装化等の

推進 
 屋外夜間照明の LED 照明等の環境にやさしい照明の啓発 
 町内会等の設置する防犯灯の LED 照明灯への更新の推進 
 ⼈にやさしくゆとりある⽣活空間の整備の推進（歩道・自転車道

等） 

施策 

E-2 

環境の美化  ごみのポイ捨て防止や犬のフンの始末の指導・啓発 
 アダプトプログラムの活用による市⺠・事業者の環境保全への参加

と環境意識の向上 
 緑の確保に資するアダプトプログラムの登録の呼びかけ、支援の実

施 
 地域猫活動支援事業の推進 
 「豊川市清掃の日」での市内美化活動の継続 

  

方針③ 歴史と自然の中で暮らせるまちをつくる 



 

 58 

 

取組Ｆ 
公園緑地の整備    

施策 

F-1 

公園緑地の整

備 

 緑の基本計画等に基づく公園の再整備 
 市⺠の参加・協力による公園の樹木、街路樹等の維持管理の推進 

 

取組Ｇ 
豊川らしい歴史と自然を後世に残すまちづくり    

施策 

G-1 

歴史的遺産の

保存と活用 

 社寺境内の樹林、巨木・名木等を活用した保全意識の啓発 
 巨木や名木の実態調査の実施及び保護 
 御油のマツ並木の保護 
 ふるさと樹木診断、環境整備等による天然記念物の保護 
 地域住⺠と連携した歴史文化資源の保存・活用の推進 
 文化財に関する啓発冊子の作成・配布 
 文化財の調査、保全、活用の実施 
 文化財活用拠点でのボランティアガイドの養成 
 文化財活用施設の活用（三河国分尼寺跡史跡公園三河天平の里資料

館、豊川海軍工廠平和公園、平和交流館、大橋屋等） 
 三河国分寺跡を史跡公園として保存整備の推進 

施策 

G-2 

伝統文化の継

承に向けた施

設・活動等の

支援 

 地域の伝統芸能保全活動への支援（伝統芸能公演事業、伝統芸能支
援事業） 

 適切な指導・助言による文化団体の育成 
 各種文化事業や講座、情報提供等による市⺠の文化活動の支援と文

化意識の向上 
 文化芸術の課題の場としての文化施設の適正な管理運営、集約化・

再配置の推進 

施策 

G-３ 

都市景観の形

成の保全と啓

発 

 自然・歴史的景観の保全及び調和のとれた公共施設の整備の推進 
 サイン・デザインマニュアルに基づく交通案内標識類の設置 
 愛知県屋外広告物条例に基づく広告物の設置者への景観形成に関す

る協力 
 「美しい愛知づくり景観資源リスト」等を通じた景観に関する市⺠

意識の向上 
 田畑や里⼭といった田園部の景観の保全 
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コラム 市内の巨木・名木 

 市内には、市の歴史や文
化と深く結びついた巨木、
名木が多く存在し、天然記
念物として指定されている
ものもあります。 
 本市では豊川らしい景観
を形成するこれらの樹木に
つ い て 保 全 を 進 め て い ま
す。 

コラム 市民の考える「豊川市の特徴的な緑」 （豊川市緑の基本計画より） 

 市⺠からは赤塚⼭公園や東三河ふるさと
公園等、市⺠が自然と触れ合う、憩いの場
所となっている公園等が「豊川市の特徴的
な緑」と考えられています。 
 今後もこうした公園緑地等について整
備・保全を行うとともに、活用に向けたイ
ベント等を実施していきます。 
 

牛久保のナギ 王林寺のクス 

大和の大イチョウ 宝円寺のシダレザクラ 

50.5

45.1

44.4

29.4

19.8

13.9

12.1

9.6

9.4

9.2

6.4

6.3

5.8

4.8

3.2

2.5

2.4

1.2

0.4

1.9

0.8

0 20 40 60

赤塚山公園
東三河ふるさと公園

佐奈川（堤のサクラ）
本宮山

御油のマツ並木
豊川稲荷・三明寺周辺

田畑などの農地
宮路山

里地・里山の樹林地
砥鹿神社

財賀寺・観音山
豊川

御津山（サクラ）
音羽川

三河臨海緑地（日本列島）
牛の滝とその付近

冨士神社（ミツバツツジ）
五社稲荷社周辺

国分寺・国分尼寺跡周辺
特にない

その他

回答割合（％）

■豊川市の特徴的な緑（回答者数 1,134 件、3 つまで回答可） 


